
資料２ 
肢体不自由特別支援学校 保護者の心配 

 

● 現在、障害児は重度重複化が進み、知的レベルに関係なく、医療的ケアを有する児童生

徒も多数います。医療的ケア整備事業により、学校で医療的ケアを行ってくださるように

なり、保護者の待機がほぼなくなったのに、普通学校でも注入や導尿、吸入、吸引などを

行えるような看護師さんの配置を望めば、可能なのでしょうか？ 

特別支援学校でさえ、医療的ケアを行う非常勤の看護師さんを探すのに苦労しているの

に、個々の普通学校で、安全に行うための人数が確保できるのか疑問です。 

 

● 体を伸ばし、呼吸をしやすくするための呼吸リハや、座る練習、歩く練習など肢体不自

由特別支援学校ならではの、専門的なカリキュラムや訓練もあります。これは、どの特別

支援学校にもその学校に通学してくる児童生徒が行きていくために必要な力をつける訓

練・授業を行っています。今まで言われてきた専門性はどうなるのでしょうか？  

児童生徒が、分散してしまうと、教員も分散してしまい、障害児教育に専門的な知識を

もった教員は育つのか心配です。 

 

● 一般に考えられている障害者用トイレを自力で使える児童生徒は、ごく少数です。ほと

んどの児童生徒は、なんらかの介助が必要です。１人では座ることが困難なため、大人が

体を支えるか、そのために作られたトイレ介助用の椅子に座って排泄をします。大半の児

童生徒はオムツを使用しています。そのために、肢体不自由特別支援学校では、トイレ用

のスペースは広くとられています。普通学校で、この設備を設置可能でしょうか。 

また、排せつも児童生徒によっては、自立への課題となっていて、教育の一環ととらえ

ている保護者も多数います。 

 

● 通学は、保護者が送迎するのですか？現在のようにスクールバスで通学できるのでしょ

うか？ 

働いている保護者も多数います。登下校や給食介助など、学校への付き添いが、必要に

なると、仕事が継続困難になります。また、学区の学校が自宅から遠方の場合、ご家庭の

事情により送迎などできない方への対処はどのようにお考えでしょうか？ 

 

● 給食も大きく４段階に分かれています。その児童生徒の食事段階に合わせた給食があり

ますが、それも可能なのでしょうか？ 

摂食は間違えると、命にかかわるので、そういった理解も必要かと思います。 

社会科見学・修学旅行などは？ 

 

● インクルーシブ教育の理念は素晴らしいものがあるとは思いますが、特別支援学校で専

門性のある教育を望む親が増えているのも事実です。どのような教育が良いのか論ずるの

は素晴らしいこととはおもいますが、一部の障害者のみに可能であったり、あるいは、一
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部に障害者にだけ不可能であったり、重度重複の子供だけ置き去りにされるような乱暴な

ことは、止めていただきたいです。普通学校を望んだ子供全てが、その望んだ学校へ保護

者の負担も健常の子供と変わらないものでないと、不公平だと感じる子供も保護者もいる

と思うのは、当然だと思います。 

このような重度の子は普通学校は望まず、特別支援学校を望むだろうなどと勝手に決め

て、都合良く収めようなどと安易に考えないでいただきたいです。 

全ての種別の特別支援学校など見学されて、実態をご覧になってから、論じていただかな

いと、頭でっかちで、何がしたいのか良く分からない物が出来上がりそうで不安です。 

 

● 特別支援学校には、訓練のための道具類も揃っていますし、障害種別ごとに専門的な教

材があると考えられますが、こういった教材も看護師の配置もトイレもスクールバスも給

食も、入学を望めばその子供のために、それぞれの学校に揃えられるのでしょうか？ 

現在は、訓練の道具や教材は学校の児童生徒で共有していますが、それも個人個人で用

意していただけるのでしょうか？普通学校を望んで、１人１人に専門性がある教員がつき、

教材があり設備もありと本当であったらとても素晴らしいと思いますが、予算はあるので

しょうか？ 

望んだ副籍事業（東京都では）が始まりましたが、あまり進まない原因の一つに、施設・

設備の不備といったことで、敷居が高いと感じる保護者が多いからです。行政にお願いす

ると少しずつ努力はしているものの、全ての学校へのスロープやトイレ、エレベーターの

設置は、予算の上でまだ難しいとのことです。 

そんなに１人のために予算が使えるのでしたら、予算削減のために現在の学校の教員を

減らすことを止めて、重度重複学級を本来認めるべき数まで増やし、もっと充実させてい

ただきたいです。 

 

● センター的機能ということで、やっと特別支援教育が軌道にのってきたばかりで、また

改革とは、あまりにも理念がなさすごます。特別支援学校にも施設・設備や介助があるこ

とで、普通学校にも通学可能な子供はいます。そのような子供のの支援をしてあげて、保

護者への負担なく、他の子供と同じように通学できるような支援を考えてください。障害

者枠であっても社会に出ていける子供の支援をお願いしたいです。 

 

● 訪問籍の児童・生徒の教育の保障はあるのでしょうか？ 

 

● 特別支援教育について、たいした理念や知識もなく乱暴にいじるのは、やめていただき

たいです。 

 

● 多様化する障害への理解も含めて、他者から見て、都合が良いパラリンピックに出場で

きるような障害児ばかりではないこともご理解ください。 

 


